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目黒区緑化都市宣言 
みどりのまちをつくるちかい 

思い出してほしい 
わたしたちがみどりの中に 生まれ 
育ったことを 
青い空 木々のこもれ日 季節のささやき 
よびかけてる 誰もみな みどりの仲間だと 

忘れないでほしい 
木も草も 虫も鳥たちもともに暮らす 
大切な家族 
だから今 かけがえのない 母なる地球を 
みんなで分けあっていこう 

さあ 始めよう 
ひと粒の小さな種をまくことから 
大地に根をはり 
すくすく枝をのばし 
鳥たちがうたい 
人びとがやすらぐ 
一本の木の種 

わたしたちの手で わたしたちの心に 
こどもたちに伝える 
森をつくろう 

1990 年 10 月 28 日

国連生物多様性の10年－自然と共生する社会を目指して
目 黒 区 は 生 物 多 様 性 地 域 戦 略 を 推 進 し て い ま す 目黒区生物多様性地域戦略
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野鳥のすめるまちづくり計画

いきもの情報 ･自然通信員　募集中 めぐろのいきもの80選　好評販売中

庭や公園、校庭などで観察した
一つ一つの記録がみどりを守り、
回復していく貴重な資料になり
ます。年月日、種名（はっきり
わからないときは○○類、○○
のなかまとします）、場所（公園
名、お庭などの町名番地）、いた
環境、個体数などの観察した内
容、あれば写真などを、みどり
土木政策課みどりの係まで郵便・
FAX・メールでお送りください。
お送りいただいた方は自然通信
員として登録し、年数回結果な
どをまとめたニュースレターを
郵送いたします（無料）。

区民が投票で選んだ身近ない
きもの 80種ほか目黒区で見
られる動植物計約 300 種を
見やすくカラーで紹介したハ
ンディな図鑑です。
販売箇所は駒場公園和館、駒
場野公園自然観察舎、菅刈公
園和館、中目黒公園花とみど
りの学習館、目黒区総合庁舎
区政情報コーナー・みどり土
木政策課、目黒区歴史資料館、
目黒区美術館、国立科学博物
館付属自然教育園ほか区内書
店商業組合加盟店。郵送販売
はお問い合わせください。

List of butterflies and moths of Meguro City

目黒区の蝶と蛾
がちょうめ ぐろ く

目黒区いきもの住民台帳
―身近に暮らすみどりのなかまたち―

めぐろグリーンデータブック 2015
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ウグイスが鳴いた！
アオスジ�アゲハを	

見つけた…

A5判変形 カラー 176 ページ
（目黒区販売物 400 円）
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グリーンデータブック　いきもの住民台帳［目黒区の蝶と蛾］

母　屋

●チョウのいる風景（草原や屋上緑化など花を求めてチョウが訪れます）
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グリーンデータブック　いきもの住民台帳［目黒区の蝶と蛾］

●目黒区の思い出のチョウとガ

●早春に現れるツマキチョウは、小型で可憐な白いチョ
ウです。前ばねの先端が少しとがっていて、その部分が
オスでは淡い橙色になっています。モンシロチョウとち
がって、地上 2〜3 メートルのところをほぼ水平に飛ぶ
ので、よく見ると飛び方でも見分けられます。目黒区の
公園や住宅地の周辺でも、スミレやムラサキケマンの花
などで吸蜜する姿を見ることができるでしょう。
●春の終わり頃から秋おそくまで見られるアオスジアゲ
ハは、南国的な明るい空色と黒色の模様のチョウで、春
はアブラナやミカンの花など、夏は打ち水に来たりヤブ
ガラシの花の上を忙しくはねをふるわせながら蜜を吸う
など、すばしこく飛びまわります。
　私が中学生の頃は、このチョウの幼虫がクスノキの葉
を食べて育つことは知っていましたが、なかなか見つけ
ることができませんでした。あるとき友達の家へ行き、
2 階の物干し台に出ると目の前にクスノキの枝があって、
卵や幼虫がいてとてもうれしく思ったことがありました。
クスノキは葉が多くて幼虫を探すのは容易ではありませ
んが、赤い新芽の近くの葉を見ると見つかります。
●私が小学生だった頃には、あちこちにカラタチの垣根

があり、学校の行き帰りにクロアゲハやカラスアゲハの幼
虫や蛹を見つけたものでしたが、このごろはブロック塀や
フェンスが多くなってカラタチの垣根もなくなりました。
　 5 月頃に現れる春型のナミアゲハやクロアゲハはツツ
ジの花を好み、7 月ごろに現れる夏型はオニユリやクサ
ギなどの花に飛来します。幼虫はユズやサンショウの葉
を食べて育ち、年に 2 回位発生します。
●初夏を迎える頃にエノキの大木のまわりをときどきはば
たきながら、さっそうとグライダーのように飛ぶ黒と白の
まだら模様のチョウは、在来種のゴマダラチョウです。
　 20 年位前から心無い人の手によって放された中国産
のアカボシゴマダラが、湘南方面から急速に関東地方一
帯に分布をひろげています。興味本位で外国の生きもの
を不法に持ち込んだり野外に放したりすると自然に悪い
影響を与えてしまいます。
　在来種のゴマダラチョウはエノキの大木に産卵するこ
とが多いようですが、外来種のアカボシゴマダラはエノ
キの低木に幼虫が見られる傾向があります。5 月頃に現
れるアカボシゴマダラの春型は、大型で白化するタイプ
が多く、まるで紙切れが風で飛んでいるような印象を受
けます。
●コミスジは 10 年位前から目黒区内でも見られるよう

23�【ツマキチョウ】ヤエムグラの花を訪れる 
（2012年4月15日：林試の森公園)

19�【アオスジアゲハ】クスノキの葉上の若齢幼虫 
（2004年10月15日：中目黒）

19�【アオスジアゲハ】まちなかの花で蜜を吸う
（2013年7月16日：青葉台）

17�【カラスアゲハ】ヤブガラシの花の蜜を吸う
（2009年9月8日：林試の森公園）
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